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あらまし：講義コンテンツを用いた学習は，学生に多様な学習機会を提供するという点では有益であるが，

学生の理解度を把握することが難しいという課題もある． 

本研究では，講義コンテンツを用いた学習における学生の注目度や学習パターンなどの学習特徴を抽出

する． 
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1. はじめに 

平成 25 年 6 月に閣議決定された教育振興基本計

画[1]では，学生の主体的な学びの確立に向けた大学

教育の質的転換のための取り組みの必要性が述べら

れている．小川ら[2]は，LMS（学習管理システム：L

earning Management System）を利用して得られる学

習履歴データの変数の粒度を変化させたときの学習

パターンの抽出をクラスター分析を用いて行い，粒

度の違いによる結果の比較検討をおこなった．我々

は学習パターンのみではなく，学習注目度について

も考察する．本論文では，講義コンテンツを用いた

学習における学習特徴の抽出手法を提案する． 

 

2. 学習特徴の抽出手法 

本研究では，講義コンテンツの視聴時間について

は，株式会社 SRA 西日本が開発した「UniVision」

を用いた．「UniVision」は，確認したいコンテンツの

視聴時間を一覧表で確認することができるだけでな

く，視聴人数や再生回数，講義毎の視聴時間総数と

いったデータも取得が可能である． 

本研究では，学習特徴として学習パターンと学習

注目度を抽出する． 学習パターンは，コンテンツの

再生率と再生回数，再生時間から得られるデータを

基に算出され，学習者がもつ共通の型と定義する．

学習パターンは，表 1に示すように 5種類に分類さ

れる．本研究では，再生率 95%，60%でパターンを

分類しているが，それらは状況に応じて変更可能で

ある． 

学習注目度は，コンテンツ注目度と内容注目度の

2種類に分類される．コンテンツ注目度は，式（１）

の計算式で求めることができる．一般的に，学生の

講義コンテンツの再生率は徐々に低下する．平均予

測再生率は，最初のコンテンツから最後のコンテン

ツまでの再生率が一定に推移すると仮定して算出さ

れる．コンテンツ注目度は，あるコンテンツがコン

テンツ全体の中でどれだけ注目されているのかを示

している．複数回視聴人数は，特定のコンテンツの

中でパターン B，パターン Dに属する人数の合計値

である．全体複数回視聴人数は，全てのコンテンツ

の中でパターン B，パターン Dに属する人数の合計

値である．コンテンツ注目度が高いコンテンツを注

目コンテンツとする． 

表 1 学習パターン 

再生率 再生回数 名称 

全て視聴している 

（再生率 95%以上） 

1回のみ再生している パターン A 

複数回再生している パターン B 

視聴していない回がある 

（再生率 60%以上 95%未

満） 

1回のみ再生している パターン C 

複数回再生している パターン D 

受講放棄している 

（再生率 60%未満） 
― パターン E 

 
コンテンツ注目度 = (平均再生率−平均予測再生率)

×
複数回視聴人数

全体複数回視聴人数
⋯（１） 
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内容注目度は，あるコンテンツの中で再生回数が

増えている場面と定義し，再生回数と再生回数の最

低値の商と定義した．注目場面は，あるコンテンツ

の中で再生回数が多い区間と定義した．本研究にお

いて，注目場面は内容注目度が 1.1 以上の区間とす

る．連続してこの条件を満たしている場合は，1 つ

の注目場面であると定義した．コンテンツ開始から

1 分間については，学習者全般が視聴することが予

測されるとして，注目場面からは省いた． 

 

3. 実データを用いた学習特徴の抽出 

本研究では，香川大学で 2016年度後期開講科目で

ある地域コンテンツと知財管理（大学連携 e-Learning

教育支援センター四国所属の村井礼教授担当）から

得られたデータから学習特徴を抽出した．知財管理

は，186名の学生が受講し，69のコンテンツから構

成される． 

本研究では，実データの中には誤操作により記録

されたと想定されるデータが存在するため，再生時

間 2分に満たない視聴時間のデータは無効なデータ

とした． 

図 1 は，7 人の学習者の 4 回分のコンテンツのサ

ンプルデータを対象として学習特徴の抽出をおこな

った結果である．コンテンツ 2は再生率が平均再生

率を下回っており，複数回視聴している学生の数も

平均と比較して少ないことからコンテンツ注目度は

低いと推定される．コンテンツ 3は再生率が平均再

生率を上回っており，複数回視聴している学生の数

も平均と比較して多いことからコンテンツ注目度は

低いと推定される．式（１）を用いて学習注目度を

算出すると，コンテンツ 1 は 0.0000，コンテンツ 2

は-0.01619，コンテンツ 3は 0.1924，コンテンツ 4は

0.0000である． 

図 2は，全てのコンテンツの平均視聴率を示して

いる．グラフを見ると前半部分である第 1回から第

10回目の講義と後半部分である第 11回から第 15回

の講義で視聴率に大きな差がある．これは多数の学

習者が本講義の第 11 回以降の受講を放棄したこと

に起因していた．このままコンテンツ全体でコンテ

ンツ注目度を抽出すると，前半部分はすべて注目コ

ンテンツであり，後半部分はすべて注目されていな

いコンテンツとなってしまう．そこで，本研究では

このデータを前半部分と後半部分の 2つに分け検討

する．前半部分で最もコンテンツ注目度が高かった

コンテンツは，第 6週目「著作隣接権」のコンテン

ツであり，最もコンテンツ注目度が低かったコンテ

ンツは第 3週目「おまけ「自由利用の意思表示」」の

コンテンツであった．後半部分で最もコンテンツ注

目度が高かったコンテンツは，第 11週目「周辺法」

のコンテンツであり，最もコンテンツ注目度が低か

ったコンテンツは第 12週目「商標法の法目的と保護

対象」のコンテンツであった． 

注目コンテンツは，69 個のコンテンツの中で 35

個のコンテンツに存在した．コンテンツの最後の区

間は見られていないことが多いことがわかる．内容

注目度が最も大きい地点は，第 2週目「法律入門，

契約の基本２」の 8分 45秒の地点であり，そのとき

の内容注目度は 1.9712である． 

 

4. まとめ 

本論文では，講義コンテンツを用いた学習におけ

る学習特徴の抽出手法について述べた．本研究で提

案した手法で抽出された学習パターン，コンテンツ

注目度，注目コンテンツ，内容注目度，注目場面な

どの学習特徴は，LA（学習分析：Learning Analytics）

などの分野での活用が期待される． 
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図 1 サンプルデータから抽出したコンテンツ注目度 
図 2 実データから抽出したコンテンツ注目度 
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